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研究成果の概要（和文）：日本におけるアフリカ人の生活動向を調査研究してきたが、これを継続しつつこれに、中国
におけるアフリカ人の生活動向の調査研究を加えて、総体として経済発展を遂げた日中とアフリカとの人的交流関係が
分厚く析出・考察できてきた。特に、中国・広州でのアフリカ人の活発な生活動態をめぐって、その商業実態を繊維マ
ーケット街区（三元理）とアフリカ商業ビルがある機械・車・電化製品交易センター（小北）とで、そこに凝集してく
るアフリカ人の参集度から調査・研究した。そして、これを論文の形で報告できた。

研究成果の概要（英文）：Up to now,in terms of continuing the reserch focus onto Urban anthropological stud
y of the Life strategy of Africans staying in Japan, we added and accumulated the research focus on the Li
fe strategy of Africans living in China, especially in th city of Kwanchou. Especially, we have researched
 the active commercial behaviours in Kwanchou city, where so many living Afriacnas in this city,people say
 the numberis about 200,000,could be observed to act and cooperate one another tiding over differences of 
ethnic origines and different  nationalities,for example, Nigerians, Cameroonians, Malians et. And active 
 Islamic gathering as well, could be remarkably observed specially among French speaking peple coming from
 the West Afican countries. Urban anthropology of Life strategy of Africans living in Japan and China and 
relationships among Japan, China and Africa.  
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.１．研究開始当初の背景 
世界の大市場となりつつある中国と日本

との関係、さらに世界の新たな市場として
重要度を増し近年その関係が増大している
アフリカと日本との関係、今日、欠くこと
のできないこの重要な両関係をつないで複
合対象とし、日本都市・中国都市に流入し
近年のグローバル化を具現して活発に活動
するアフリカ人の生活動態があり、これを
調査・研究する必要性に迫られていた。 
また、これまでまったく調査されてこな

かった中国都市のアフリカを含んだ国際性
の事態調査を、アフリカ人の流入・移民の
パースペクティブから、都市人類学として
研究する必要性が高まっていた。 

 
 
２．研究の目的 
上記のような時代・社会背景のもと、東

アジア内の中国と日本との関係を考えると
いう目的をまず持つ。さらに、新たな世界
市場として重要度を増し近年その関係が増
大しているアフリカ人の、日本国内や東ア
ジアへの無視できない大量の流入がなされ
ている大きなディアスポラ動態を、考察す
るという目的をもつ。つまり、今日、この
重要な両関係をつないで複合対象とし、日
本都市・中国都市に流入し近年のグローバ
ル化を具現して活発に活動するアフリカ人
の生活動態の調査・研究から、今までにな
い新たな「アジア・アフリカ都市間の相互
移動の人類学」つまり「アフラシアの相互
移動の都市人類学」を推進することを本共
同研究の重要な複合目的とする。 
本研究によって、日中アフリカ間でアフ

リカ人が｢主語｣となった往復・反復的な大
量の移動活動が明らかにされ、アフリカや
南側世界に付された歴史的「暗黒」概念を
払拭し、新たな多地域・多元的な共生モデ
ルを提示することを目指す。 
 

 
３．研究の方法 
アジア・アフリカ関係のなかで、バンコ

ックや香港、シンガポール、東京・名古屋・
京阪神などの各都市にも、多くのアフリカ
人が移動・滞在・定着しているが、近年、
中国都市への流入、特に広東省の諸都市（広
州、深圳、香港）、その中でもとりわけ広州
へのアフリカ人移入（20 万人）が突出して
大きい。こうして、日本都市(東京・名古屋・
京阪神の三大都市圏)と中国都市（広州、深
セン、香港）でのアフリカ人の活発な商業
活動と大量で積極的な営為を具体的にフィ
ールドワークにより調査していく。またそ

こに独自性がある。こうして、アフリカ―
中国の相互関係とアフリカ―日本の相互関
係を複合的に調査し、今までになかった「日
中とアフリカを結ぶアフラシアの相互移動
の都市人類学」研究を推進する、という方
法をとった。さらに日中だけではなく、中
継点などをも視野にいれ、アジア全体に視
点を広げて、アフリカからアジア全体にど
れだけアフリカ人の来訪・移住による交流
があるかを調査・研究し、次の研究発展に
つなげる展望をおこなった。 
 

 
４．研究成果 
日本と中国で、最も多い人口を誇るナイ

ジェリア人（特にイボ人）の生活動態につ
いては、松本尚之、和崎春日を中心に、調
査研究を着実に進め、論文等で発表した。 
在日アフリカ人のなかで、西アフリカの

フランス語系のセネガル人、コート・ジヴ
ォアール人、マリ人、ギニア人、カメルー
ン人たちは、商業活動や音楽芸能活動で、
日中アジアに展開しており、この特色ある
ディアスポラ動態を追及した。 
三島禎子は、西アフリカのセネガル人の

国際移動と人口動態を「アフリカ人商業民
の歴史的・地理的展開についての研究」の                                                          
タイトルでパリデカルト大学人口開発研究
センターとの連携（CEPED：Centre pour 
l’étude de la Population et le 
Développement）を図り Yves Charbit 所長
が企画する共同研究への参加等を通して、
アフリカ人移民をめぐる諸外国の研究者と
の研究交流を促進させた。 
鈴木裕之は、在日ギニア人、マリ人、コ

ート・ジボアール人、セネガル人などの芸
能者の活動を積極的に追いかけ、その母村
のアフリカ調査を行って、アフリカ人の音
楽活動に関する論考をフランス語でも発表
した。 
フランス語圏在日アフリカ人の芸能活動

については、代表・和崎春日もふくめて 3
人が積極的に調査し、とくに日本で人気を
集めている太鼓（ジェンベ）教室およびダ
ンス教室の背景となる音楽文化（主にギニ
ア・マリを起源）を研究すると共に、その
活動について報告をおこなった。フランス
語圏ではあるが、英語話者が多い在日カメ
ルーン人については、和崎春日が多くの論
文をまとめ、これを公表することができた。 
東アフリカ出身者については、栗田和明

がこれまでの蓄積調査を開花させ、総合的
な単著『アジアで出会ったアフリカ人』の



書物にまとめて出版した。 
中国において中国人とアフリカ人の交流

状況や、中国社会へのアフリカ人の流入を
めぐっては、栗田和之、奈倉京子、松本尚
之、和崎春日が積極的に実地調査を遂行し
た。それは、主に以下の３点で調査研究を
遂行した。①広州のイスラーム街、アフリ
カ人コミュニティにて参与観観察。②中山
大学、広州社会科学院の研究者と意見交換。
③五邑大学僑郷文化センターにて移民に関
する資料収集である。 
奈倉京子は、とくに「和諧社会」という

中国における公共性創造の概念との関連で
中国社会の周辺部にいるアフリカ人たちを
捉え、文化的公民権から見た華南における
周縁的グループとしてのアフリカ人社会を
考察した。 
今後の東アジア全体、東南アジア全体へ

のアフリカ人の混入と交流をはじめとする
国際化の実態を追跡するために、渡辺欣雄
が今後の発展をかけ沖縄、台湾での予察的
な調査をおこなうことができた。さらに、
東南アジア（ベトナムを中心に調査：長坂
康代、和崎春日）にも調査を広げて考察を
進めた。これを次期プロジェクトに展開し
たい。渡辺によってカメルーンにおける大
都市での中国人との交流と中華街の形成に
ついて、和崎とともに共同調査を行うこと
ができた。さらに、中央アジアでのアフリ
カ人の流入を歴史人類学に捉える第１次調
調査もこの地域の専門研究者の協力（京大
地域研究統合情報センター・和崎聖日研究
員）を得て実施した。こうした調査・研究
を今後の共同研究プロジェクト発展に生か
したい。 
田中重好は、こうしたアジアにおける人

的交流を、とくに災害などの緊急事態に際
しての協働性をめぐって、共同性や公共性
への理論へと昇華する作業を繰り返しおこ
ない、精力的な論文・書物の発表をおこな
い、とくに社会学におけ近年のメインテー
マ「公共圏」の理論化へと本共同研究の国
際交流を発展させた。 
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